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川上村の素顔

動物コンサート
カラオケ教室発表会

ニューフェイス
居倉若妻会　花壇活動表彰

鰍の眼　動物バトンリレー

おたっしゃクラブ、ニジマス放流 
公民館の動き・戸籍の窓口、一喜一憂

　山の大木里に下りて神となる～
　5月3日、－4℃と冷たい早朝。澄み渡る快晴
の中、居倉御柱祭里曳きが始まりました。
　当日は感染対策万全に、たくさんの氏子の力
で予定以上に順調な曳行から建て御柱まで無事
に終了することができました。
　6年ぶりの御柱祭を楽しみに帰省された家族
や親戚たち。何よりも全国行動制限なしのGW
となり、友人や親戚との久しぶりの再会にいつ
も以上の歓喜が湧いている様子も垣間見られ、
コロナ禍からの解放感さえ感じました。



　コロナ感染対策として、里曳き出発地点を従来より約 300m 手
前に変更。村外からのパフォーマンスショーや婦人会・若妻会の舞
や子どものダンスなどのイベントは実施せず。飲食も決められた休
憩場所のみにしたりと、曳行に従事できました。
　本年度の「一の御柱」は、例年以上に曳き応えのある大木。山出
しでは曳行にかなり苦労し、里曳きを心配しましたが、里曳き当日
はたくさんの氏子に外国人実習生たちも加わり、予定以上に順調に
進みました。全路人力曳行ができて氏子たちは安堵しました。建て
御柱まで無事に終了した御柱祭に、近年のコロナ禍も払拭させるく
らい、氏子たちは歓喜に沸きました。
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はたくさんの氏子に外国人実習生たちも加わり、予定以上に順調に
進みました。全路人力曳行ができて氏子たちは安堵しました。建て
御柱まで無事に終了した御柱祭に、近年のコロナ禍も払拭させるく
らい、氏子たちは歓喜に沸きました。

・一部トラクター曳行になるのは仕方
ないと思っていましたが、結果的に全
路人力での曳行で終えられたことがう
れしかったです。
・思っていた以上に賑わい、活気付い
た祭の雰囲気で、コロナで沈んだ気持
ちを盛り立てられました。

●氏子●

・一部トラクター曳行になるのは仕方
ないと思っていましたが、結果的に全
路人力での曳行で終えられたことがう
れしかったです。
・思っていた以上に賑わい、活気付い
た祭の雰囲気で、コロナで沈んだ気持
ちを盛り立てられました。

●氏子●

　綱打ちは、居倉集荷場にて行われました。指導
者を招かず地元住民の力だけで行うことを重視
しており、これまでの経験や、前回の作業工程を
記録したビデオで予習して臨んでいるそうです。
組織の中に綱匠が位置づけられており、担当者
が仕切っていました。必要な道具もすべて自前。

　伐倒祭は、小川口の秩父多摩甲斐国立公園に
て行われました。 杣人は遠藤修一、原幸宏、原光
輝、吉木真一、赤堀博之、小原利文、遠藤寛、古原悠
介、小原司。 一の柱は樹齢 120 歳を数える立派な
しらびそ。13ｍに切り揃えられ、直径は 85cm。
二の柱は全長 9ｍ、直径 54cmで同じくしらびそ。

　地区の消防ラッパが消滅し、「参加
できるチャンス！」とお祭り魂に火が
つき、往年のOBたちを誘い「応援ラッ
パ隊」を結成！　週３回の集中練習に
よりメキメキ形になりました。当日は
唇を腫らしながら、曳行の盛り上げ役
になりました～♬♪
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　今回の御柱はコロナ感染症対策により、ト
ラクターと消防団員のサポートで行いました。
秋山集落内からは事前申し込みの参加者たち
も、一緒に大綱を引きながら順調に諏訪神社
まで曳行していきました。そして一番の難所、
神社手前の坂からは、みんなの力を合わせ人
力で引き上げ、無事に神社敷地内まで御柱を
運びました。その後重機とワイヤーを使い、
安全に建て御柱をお祀りできました。
　今回の御柱、所々に桜が若干残っていたり
と春の風情を楽しみながら、参加者たちは笑
顔と歓声に包まれました。
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　伐倒祭は、秋山地区の 林亀美夫さん所有林の
樹を切りました。杣人は林龍義、佐藤淳、小柏謙
三郎、林祐二が行いました。
　樹齢 72 年の「もみの木」。約 13m に切り揃え
られ、直径は 60cm。外周 205cmの柱が見事完成。

　綱打ちは、まるそ農協の集荷場で行われまし
た。諏訪から前回もお世話になった綱匠を招き
ご指導を受けながら、消防団員をメインに区と
公民館が協力して行いました。
　50本の細綱を3組結い合わせ、合計150本、外
周46cm、長さ70mの立派な大綱が完成しました。
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「
元
気
に
　
仲
良
く
　
ど
こ
ま
で
も
」

　
　 

川
上
第
二
小
学
校
　
１
年
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

櫻
井
　
一
誓

　
今
年
度
、川
上
第
二
小
学
校
に
男
子
５

名
、女
子
４
名
の
１
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。私
自
身
も
こ
の
川
上
の
地
に
初
め
て

赴
任
し
ま
し
た
。１
年
生
と
初
め
て
小
学

校
に
来
た
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
す

が
、毎
日
川
上
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
の
い
い
と
こ
ろ
は
、元
気
が
い
い

と
こ
ろ
で
す
。国
語
の
ひ
ら
が
な
や
算
数
の

数
の
お
勉
強
で
は
、ど
の
子
も
元
気
よ
く

自
分
の
発
言
を
し
て
い
ま
す
。遊
ぶ
時
や

体
育
の
時
も
元
気
に
体
を
動
か
し
て
お

り
、毎
日
の
学
校
生
活
を
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
は
１
年
生
に
と
っ
て
も
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
。行
事
も
多
い
で
す
が
、毎
日

学
校
生
活
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。元
気
に
、

真
剣
に
、勉
強
や
活
動
に
取
り
組
む
１
年

生
を
見
て
い
る
と
私
も
元
気
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
や
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
見
守
り
な
が
ら
、い
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ

ん
褒
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

第二
小学校

笑顔がいっぱい
いちねんせい
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「
さ
あ
は
じ
め
よ
う
　
い
ち
ね
ん
せ
い
」

　
　 

川
上
第
一
小
学
校
　
１
年
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

南
澤
　
な
つ
み

　
入
学
し
て
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
2
日
目

の
こ
と
、子
ど
も
た
ち
25
名
は
元
気
に
登
校

し
、「
先
生
‼ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
、も
う
す
で
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
あ
い
さ
つ

が
で
き
て
い
ま
し
た
。授
業
が
始
ま
る
と
、

「
鉛
筆
は
い
つ
持
つ
の
？
」「
筆
箱
は
も
う
出

す
？
」「
運
動
着
を
着
て
み
た
よ
。
似
合

う
？
」（
笑
）と
、次
か
ら
次
へ
と
質
問
さ
れ
、

そ
の
意
気
込
み
と
や
る
気
に
圧
倒
さ
れ
る
ば

か
り
で
し
た
。2
時
間
目
休
み
に
な
り
校
庭

へ
出
て
い
く
と
、上
の
学
年
と
混
じ
っ
て
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。体
の
大
き
な
お
兄
さ

ん
た
ち
と
も
対
等
に
、夢
中
で
遊
ん
で
い
て
、

も
う
仲
良
く
な
っ
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
に
も
物
怖
じ
す
る
こ
と
な
く
ど
ん

ど
ん
と
学
校
生
活
に
取
り
組
み
、挑
戦
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
で
す
。人
数
が
多
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、と
て
も
勢
い
と
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
り
ま
す
。「
や
っ
て
み
た
い
‼
」と
、い
つ
も
ま

っ
す
ぐ
な
目
で
担
任
を
見
て
き
ま
す
。私
も
、

１
年
生
の
25
名
と
同
じ
で
、ど
こ
か
ら
勉
強

を
始
め
て
い
こ
う
か
な
、明
日
は
ど
ん
な
新

し
い
日
に
な
る
の
か
な
と
日
々
過
ご
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
１
年
間
で
、楽
し
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
作
れ
る
と
い
い
な
と
、と
て
も
楽

し
み
で
す
。
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今
か
ら
2
年
前
に
公
民
館
副
館
長

を
拝
命
し
、
公
民
館
に
つ
い
て
調
べ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
は

今
か
ら
76
年
前
の
昭
和
21
年
に
当
時

の
文
部
省
か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
設

置
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

設
置
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
お
互
い
の

交
友
を
深
め
る
場
所
で
あ
る
こ
と
」

と
い
う
１
文
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
場
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
の
多
く

は
中
止
と
な
り
、
人
と
顔
を
合
わ
せ

て
交
流
す
る
機
会
は
め
っ
き
り
減
り
、

た
ま
に
会
え
ば
緊
張
し
て
し
ま
う
場

面
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
今
ま
で

と
は
違
う
方
法
で
何
か
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
近
年
、
若
年
層
を
中
心
に
公
民

館
へ
の
参
加
が
減
っ
て
い
ま
す
。
交

流
の
場
と
言
え
ば
、
顔
を
合
わ
せ
、

お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
が
公
民
館
活
動
へ
の
参

加
を
妨
げ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

S
N
S
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
気
軽
に
公
民
館
教
室

に
も
参
加
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
。
そ
ん

な
こ
と
も
可
能
な
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
対
面
で
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流

の
場
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
で
退
任
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に
ひ
と
つ
の

課
題
と
し
て
引
き
継
い
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
が
い
つ

ま
で
も
人
と
人
の
交
流
の
場
で
あ
る

こ
と
を
願
い
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
2
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
よ
り
川
上
村
公
民
館
副
館

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
生

涯
学
習
教
室
や
公
民
館
ま
つ
り
、
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
文
化
事

業
や
体
育
事
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
縮
小
あ
る
い
は
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
公
民
館
活
動
も

思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
た
め
、

学
習
と
発
表
の
場
が
減
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
住
民
が
生
活
の

中
で
気
軽
に
集
え
る
貴
重
な
交
流
の

場
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
力
が
向
上
し
、
よ
り

よ
い
川
上
村
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
公
民
館
活
動
に
対
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
か
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
対
応
し
、
村
民
の
皆
様
の

意
見
や
要
望
を
聞
き
、
分
館
役
員
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
公

民
館
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
や
館
報
編
集
委
員
会
、
学
級
運

営
委
員
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
精
通

し
て
い
る
各
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
よ
り
よ
い
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
公
民
館
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

赤堀副館長よろしくお願いします
遠藤副館長お疲れ様でした

令和４年度公民館役員・公民館関係委員名簿
●

長 﨑 　 　 治

井 出 　 純 一

赤 堀 　 一 成

油 井 美 登 里

中 島 　 啓 隆

林 　 　 裕 二

井 出 　 純 一

井 出 　 純 一

赤 堀 　 一 成

佐 原 美 香 子

●行政連絡員

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

上 田 　 　 弘

小 林 　 仁 史

川 上 　 太 水

赤 堀 　 恒 行

由 井 　 　 文

渡 邉 　 　 篤

由 井 　 　 直

林 　 　 幸 広

佐 原 　 範 子

関 　 　 文 恵

林 　 　 久 美

赤 堀 　 公 子

藤 原 　 　 薫

渡 辺 　 洋 子

新 海 い ず み

今 井 　 仁 子

●婦人会

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

令和４年度各種団体役員名簿
●交通安全協会

会　長

副会長

副会長

副会長

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

川 上 　 真 人

山 中 　 拓 二

井 出 裟 久 治

由 井 　 善 道

佐 原 将 一 郎

佐 野 　 忠 男

林 　 　 弘 之

赤 堀 　 　 満

由 井 　 　 久

渡 邉 　 一 成

由 井 　 秀 徳

吉 澤 　 秀 寿

●消防団

団　長

副団長

副団長

ラッパ長

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

小 林 　 公 治

由 井 　 　 宏

井 出 　 祐 晃

油 井 　 孝 夫

佐 原 　 　 健

小 林 　 　 徹

太 田 　 伸 吾

遠 藤 　 誉 仁

藤 原 　 克 好

新 海 　 　 亮

由 井 　 陽 介

吉 澤 　 郷 志

●川端下分館 TEL 99-2244

 

林 　 　 公 夫

佐 原 　 信 之

嶋 崎 　 和 彦

林 　 　 雅 人

林 　 　 義 浩

林 　 　 　 満

佐 原 　 範 子

分館長

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

●梓山分館 TEL 99-2156

副委員長

委 員

委員長

 

〃

〃

〃

〃

〃

原 　 　 光 輝

山 中 　 　 篤

新 海 　 　 厚

高 見 澤 雅 彦

小 原 　 利 文

中 島 　 貴 志

渡 邉 　 紀 久

吉 澤 　 郷 志

●秋山分館 TEL 99-2409

 

井 出 　 武 志

林 　 　 　 寛

井 出 　 　 崇

井 出 　 弘 規

林 　 　 桂 一

中 島 　 　 航

分館長

副分館長

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

分館長

副分館長

主 事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

●樋沢分館 TEL 97-3409

有 坂 　 直 之

油 井 　 栄 治

油 井 　 栄 治

吉 澤 　 篤 哉

今 井 　 秀 敏

吉 澤 　 位 夫

林 　 　 幸 広

吉 澤 　 正 久

分館長

副分館長

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

菊 池 　 光 男

日 向 　 秀 仁

日 向 　 秀 仁

小 金 澤 　 巧

井 澤 　 　 亮

原 　 　 清 昌

井 澤 　 　 亮

原 　 　 清 昌

●大深山分館 TEL 97-3851

●連合婦人会

会　長

副会長

会　計

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

佐 原 美 香 子

横 森 　 直 美

新 津 　 秀 佳

佐 原 美 香 子

鶴 田 　 昌 代

林 　 百 合 子

新 津 　 秀 佳

横 森 　 直 美

由 井 　 史 子

井 出 　 智 代

油 井 　 裕 紀

●スポーツ推進委員

委 員

委員長

〃

〃

〃

〃

林 　 　 一 幸

小 林 　 歩 美

林 　 　 智 裕

小 原 　 由 紀

中 嶋 　 俊 樹

田 中 弓 美 子

●館報編集委員

分館長

副分館長

主 事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

由 井 　 　 健

由 井 　 久 成

中 島 　 聡 太

新 井 　 竜 也

由 井 　 教 仁

井 出 　 志 穂

由 井 　 保 明

中 嶋 　 紀 行

●御所平分館 TEL 97-2528

●青年団

 

林 　 　 祐 二

由 井 　 良 祐

田 中 　 俊 哉

中 島 　 　 樹

林 　 　 雅 人

川 上 　 真 弥

林 　 遼 太 郎

遠 藤 　 竜 介

藤 原 　 勇 人

新 海 　 聡 大

由 井 　 彩 斗

油 井 　 旭 光

団　長

副団長

副団長

事務局

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

●若妻会

会　長

副会長

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

原 　 　 奈 尚

渡 邉 　 　 遥

休 会

大 林 あ ゆ み

井 出 奈 生 子

伊 藤 　 梨 紗

篠 原 　 未 帆

渡 邉 　 　 遥

由 井 　 恵 美

髙 見 澤 沙 友 里

●

 

油 井 　 　 往

藤 原 　 紀 昭

新 海 　 善 一

休 会

髙 見 澤 郁 生

休 会

小 原 　 竹 美

藤 原 　 紀 昭

新 海 　 善 一

小 林 　 一 吉

油 井 　 　 往

会　長

副会長

副会長

川端下

梓　山

秋　山

居　倉

大深山

原

御所平

樋　沢

老人クラブ

館　長

副館長

副館長

主　事

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

●原分館 TEL 97-2423

 

林 　 　 茂 男

市 川 　 一 男

新 海 　 秀 吉

渡 邉 　 和 正

新 海 　 聡 大

新 海 　 　 聡

中 嶋 　 宏 樹

新 海 　 智 恵

分館長

副分館長

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

●居倉分館 TEL 99-2421

 

伊 藤 　 勝 敏

原 　 　 岳 司

赤 堀 　 博 之

吉 木 　 真 一

原 　 　 勇 樹

赤 堀 　 哲 也

赤 堀 　 哲 也

分館長

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長

川上村公民館 TEL 97-2000

 

髙 見 澤 美 雄

井 出 　 貴 之

風 間 　 将 志

関 　 　 満 也

井 上 　 靖 彦

川 上 　 達 也

関 　 　 広 基

分館長

主　事

体育部長

広報部長

教養部長

衛生部長

生活指導部長



　
今
か
ら
2
年
前
に
公
民
館
副
館
長

を
拝
命
し
、
公
民
館
に
つ
い
て
調
べ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
は

今
か
ら
76
年
前
の
昭
和
21
年
に
当
時

の
文
部
省
か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
設

置
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

設
置
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
お
互
い
の

交
友
を
深
め
る
場
所
で
あ
る
こ
と
」

と
い
う
１
文
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
場
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
の
多
く

は
中
止
と
な
り
、
人
と
顔
を
合
わ
せ

て
交
流
す
る
機
会
は
め
っ
き
り
減
り
、

た
ま
に
会
え
ば
緊
張
し
て
し
ま
う
場

面
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
今
ま
で

と
は
違
う
方
法
で
何
か
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
近
年
、
若
年
層
を
中
心
に
公
民

館
へ
の
参
加
が
減
っ
て
い
ま
す
。
交

流
の
場
と
言
え
ば
、
顔
を
合
わ
せ
、

お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
が
公
民
館
活
動
へ
の
参

加
を
妨
げ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

S
N
S
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
気
軽
に
公
民
館
教
室

に
も
参
加
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
。
そ
ん

な
こ
と
も
可
能
な
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
対
面
で
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流

の
場
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
で
退
任
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に
ひ
と
つ
の

課
題
と
し
て
引
き
継
い
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
が
い
つ

ま
で
も
人
と
人
の
交
流
の
場
で
あ
る

こ
と
を
願
い
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
2
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
よ
り
川
上
村
公
民
館
副
館

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
生

涯
学
習
教
室
や
公
民
館
ま
つ
り
、
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
文
化
事

業
や
体
育
事
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
縮
小
あ
る
い
は
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
公
民
館
活
動
も

思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
た
め
、

学
習
と
発
表
の
場
が
減
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
住
民
が
生
活
の

中
で
気
軽
に
集
え
る
貴
重
な
交
流
の

場
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
力
が
向
上
し
、
よ
り

よ
い
川
上
村
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
公
民
館
活
動
に
対
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
か
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
対
応
し
、
村
民
の
皆
様
の

意
見
や
要
望
を
聞
き
、
分
館
役
員
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
公

民
館
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
や
館
報
編
集
委
員
会
、
学
級
運

営
委
員
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
精
通

し
て
い
る
各
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
よ
り
よ
い
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
公
民
館
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

赤堀副館長よろしくお願いします
遠藤副館長お疲れ様でした



　
3
月
21
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
う
ぐ

い
す
ホ
ー
ル
に
て
「
み
ん
な
で
楽
し

む
動
物
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
ぞ
う
さ
ん
」
「
お
つ
か
い
あ
り

さ
ん
」
「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」
な

ど
を
手
が
け
た
作
曲
家
、
團
伊
玖
磨

の
童
謡
作
品
を
中
心
に
演
奏
す
る
と

こ
ろ
か
ら
「
み
ん
な
で
楽
し
む
動
物

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
名
前
が
付
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽
事
業
を

幅
広
く
展
開
す
る
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ワ

イ
に
よ
る
企
画
で
、
2
0
1
5
年
に

軽
井
沢
の
大
賀
ホ
ー
ル
か
ら
始
ま

り
、
県
内
を
中
心
に
大
阪
や
奈
良
な

ど
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ン
セ
プ
ト
を
、
開
催
地
の
音
楽
に
携

わ
る
方
々
で
作
り
上
げ
る
と
し
て
お

り
、
特
に
お
子
さ
ん
に
発
表
の
場
を

設
け
、
音
楽
活
動
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
出
演
者
の
高
橋
由
加
利
先

生
に
師
事
し
た
、
井
出
萌
絵
香
さ
ん

茉
朋
路
さ
ん
姉
妹
が
歌
と
ピ
ア
ノ
演

奏
で
、
林
永
愛
さ
ん
空
愛
さ
ん
姉
妹

が
ピ
ア
ノ
連
弾
で
出
演
し
ま
し
た
。

川
上
村
を
代
表
す
る
女
性
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
、
ク
ー
ル
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

も
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
本
来
は
2
月
11
日
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
措
置
に
よ
り
延
期
し

て
の
開
催
で
し
た
。
会
場
内
は
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
多
く
か
け
つ
け
、
親

子
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
歌

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
歌
の
お
姉
さ
ん

雨
宮
知
子
さ
ん
が
手
遊
び
を
取
り
入

れ
た
童
謡
を
披
露
。
会
場
が
一
体
と

な
り
、
賑
や
か
で
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
生
涯
学
習
教
室
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
川
上
村
カ
ラ
オ

ケ
教
室
」
の
発
表
会
が
、
4
月

3
日
川
上
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
久
市
よ
り
篠
原
芳
治
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
冬
期

間
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス
を

保
ち
、
歌
う
時
以
外
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

等
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
行

わ
れ
ま
し
た
。
川
上
村
文
化
セ

ン
タ
ー
の
音
響
機
器
が
新
調
さ

れ
初
使
用
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

抜
群
の
音
響
効
果
に
驚
き
な
が

ら
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
声
を
出

し
て
元
気
に
な
ろ
う
」
と
「
み

ん
な
が
一
緒
に
歌
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
認
知

予
防
も
兼
ね
て
交
流
を
深
め
よ

う
」
で
す
。
教
室
生
は
20
名
、

60
代
か
ら
80
代
ま
で
で
最
高
齢

者
は
89
歳
で
す
。
皆
さ
ん
元
気

に
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
解
消

さ
れ
平
穏
な
日
々
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。

井
出

　萌
絵
香
さ
ん

　
延
期
後
も
開
催
可
能
か
確
定
し
な
い

状
況
だ
っ
た
た
め
、
事
前
P
R
を
村
内
の

幅
広
い
世
代
に
た
く
さ
ん
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
当
日
予

想
以
上
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ス

テ
ー
ジ
後
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

井
出

　茉
朋
路
さ
ん

　
程
よ
い
緊
張
感
の
中
、
落
ち
着
い
て
ピ

ア
ノ
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。

林

　永
愛
さ
ん

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ピ
ア
ノ
教
室
の
発
表

会
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
、
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
で
き
る
と
先
生
に
聞

い
た
時
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
妹
と
二
人
で
合
わ
せ
て
弾
く
の
も
難

し
く
、
間
違
え
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
れ

ど
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
練
習
し
た
の
で
本
番
は
間
違
え
ず
に

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
「
じ
ょ
う
ず

だ
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
よ

か
っ
た
で
す
。

林

　空
愛
さ
ん

　
始
ま
る
前
の
練
習
で
何
回
も
間
違
え

ち
ゃ
っ
た
の
で
、
間
違
え
な
い
で
弾
け
る

か
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
弾

け
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
お
友
達
が
来
て
く
れ
て
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
の
お
姉
さ

ん
た
ち
の
歌
や
、
ピ
ア
ノ
も
聞
け
て
よ

か
っ
た
で
す
。

・
今
日
は
１
年
の
集
大
成
だ
か

ら
発
表
で
き
て
よ
か
っ
た
よ
。

・
私
は
歌
う
の
が
大
好
き
。
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
わ
。

・
家
の
中
に
い
る
よ
り
皆
さ
ん

と
交
流
す
る
方
が
楽
し
い
よ
。

・
手
術
を
し
て
一
時
期
声
が
出

な
く
な
っ
て
切
な
い
思
い
も
し

た
け
れ
ど
、
仲
間
に
誘
わ
れ
て

ま
た
歌
い
始
め
た
ら
次
第
に
声

が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
身
体

も
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え

た
。
歌
う
こ
と
は
健
康
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

・
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
が
一
番

楽
し
い
よ
ね
。
若
さ
の
秘
訣
だ

と
思
う
わ
。

　
私
は
川
上
村
で
生
ま
れ
育
ち
、

現
在
は
北
海
道
の
本
別
町
と
い

う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
。

本
別
町
は
北
海
道
に
14
あ
る
振

興
局
の
中
で
一
番
面
積
が
大
き

い
「
十
勝
総
合
振
興
局
」
に
属

す
る
1
市
16
町
2
村
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
人
口
は
6
5
0
0
人
ほ
ど
で
、

農
家
の
割
合
は
約
15
％
と
の
こ

と
で
す
。
気
候
は
川
上
村
と
は

比
較
的
似
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
30
℃
を
超
え
る
真
夏
日

は
、
十
勝
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
で
す
が…

…

　
私
が
本
別
町
へ
至
っ
た
経
緯

は
、
一
言
で
い
え
ば
「
仕
事
と

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
」
で
す
。

発
端
は
、
新
卒
で
勤
め
た
種
苗

メ
ー
カ
ー
の
同
期
の
男
性
と
お

付
き
合
い
を
始
め
「
農
家
に
な

り
た
い
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
な
り
た
い
も
何
も
、

私
は
生
ま
れ
た
そ
の
瞬
間
か
ら

農
家
だ
っ
た
し
、
親
元
を
離
れ

自
立
し
て
も
な
お
農
業
系
の
仕

事
に
就
き
農
家
根
性
で
生
き
て

い
ま
し
た
。
特
に
否
定
す
る
理

由
も
な
く
、
む
し
ろ
お
も
し
ろ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
で
、
2
人

に
合
う
農
業
形
態
を
真
剣
に
話

し
合
い
前
向
き
に
模
索
し
ま
し

た
。
「
北
海
道
の
十
勝
で
畑
作

農
家
」
に
落
ち
着
き
、
そ
の
条

件
で
探
し
た
後
に
快
く
受
け
入

れ
て
く
れ
た
団
体
が
本
別
町
で

す
。
畑
作
農
家
は
家
族
の
み
で

従
業
員
を
雇
わ
ず
と
も
経
営
が

で
き
る
と
知
り
、
大
き
な
機
械

で
豪
快
に
作
業
す
る
か
っ
こ
よ

さ
も
併
せ
て
と
て
も
魅
力
に
感

じ
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
十
勝
を
選
ん
だ
の

は
、
私
が
川
上
村
に
住
ん
で
い

た
こ
と
で
、
生
産
物
に
対
す
る

「
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
」
を
よ
く

知
っ
て
い
た
こ
と
も
要
因
の
ひ

と
つ
で
す
。
「
川
上
村
の
レ
タ

ス
」
と
い
え
ば
全
国
的
に
も
と

て
も
有
名
で
、
消
費
も
不
安
定

に
な
り
が
ち
な
昨
今
に
は
と

て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

　
私
の
家
は
家
族
の
仲
が

と
て
も
良
く
、
頻
繁
に
近

況
を
伝
え
て
い
る
の
で

「
川
上
村
か
ら
離
れ
た
」

と
い
う
感
覚
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
軸
足
は
い
つ
も

川
上
村
に
あ
る
よ
う
な
感
覚
で

い
ま
す
。

　
た
だ
、
結
婚
や
移
住
を
経
て

し
っ
か
り
農
村
地
帯
に
腰
を
据

え
て
か
ら
、
気
づ
い
た
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
も
と
も
と
農
家
育

ち
な
の
で
農
家
に
囲
ま
れ
て
生

活
す
る
こ
と
や
、
田
舎
育
ち
ゆ

え
に
農
村
地
帯
の
人
と
の
距
離

感
や
感
覚
に
戸
惑
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
こ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の

か
な
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
交
流
も
含
め
、
ま
だ
ま

だ
発
見
は
多
そ
う
で
す
。

　
移
住
し
て
か
ら
意
欲
的
に
地

域
貢
献
も
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
北
杜

市
・
甲
府
市
・
前
橋
市
・
桐
生

市
・
北
広
島
市
・
千
葉
市
と
た

く
さ
ん
住
処
を
移
し
ま
し
た
が
、

特
に
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
き
っ
と
今
ま
で
は

「
地
域
の
一
員
」
と
い
う
意
識

が
低
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

ア
ラ
サ
ー
に
な
っ
て
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

農
業
を
支
え
る
こ
と
や
、
観
光

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
意
識
の
芽
生
え
は
、
人
口
の

決
し
て
多
く
は
な
い
町
の
、
人

口
の
少
な
い
集
落
に
快
く
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
、
私
が
地
域

の
ひ
と
り
と
し
て
町
の
今
後
や

人
々
に
対
し
て
し
っ
か
り
影
響

力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　
2
0
2
1
年
に
は
「
27
代
目

と
か
ち
青
空
レ
デ
ィ
」
に
任
命

さ
れ
、
十
勝
に
住
む
人
間
と
し

て
ま
た
一
歩
成
長
で
き
ま
し
た
。

　
任
期
の
１
年
間
、
十
勝
観
光

連
盟
に
属
す
る
観
光
・
物
産
の

素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
十
勝

管
内
で
は
、
各
自
治
体
主
催
に

よ
る
・
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
に

て
補
助
業
務
に
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
内
で
は
、
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
や
表
敬
訪
問
、
ス

テ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
出
演
等
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
を
回
っ
て

北
海
道
物
産
展
（
百
貨
店
等
）

に
て
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
、
表
敬

訪
問
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
ま

し
た
。
観
光
か
ら
農
業
を
み
る

と
、
ま
た
違
っ
た
一
面
も
知
れ

た
り
な
ど
し
て
、
今
後
の
経
営

に
活
か
せ
る
こ
と
も
多
く
あ
り

そ
う
で
す
。

　
川
上
村
も
も
ち
ろ
ん
大
好
き

な
地
元
で
す
の
で
、
今
は
「
お

ら
ち
く
る
会
」(

川

上
村
有
志
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
等

を
行
う
団
体)

な
ど

を
通
し
て
貢
献
で

き
る
こ
と
も
、
と

て
も
や
り
が
い
を

感

じ

て

い

ま

す

。

「
地
元
に
い
な
く

て
も
地
元
を
盛
り

上
げ
ら
れ
る
！
」

と

い

う

こ

と

が

も
っ
と
周
知
さ
れ

た

ら

い

い

な

と

思

っ

て

い

ま

す

。

「
川
上
村
応
援
大

使
」
な
ん
て
あ
っ

た
ら
即
手
を
あ
げ

た
い
の
に
と
思
い
ま
す(

笑)

。

　
ち
な
み
に
、
諸
々
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
は
母
親
譲
り
で
、
た
だ

ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
追
い
つ

け
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
国
内
外
問
わ
ず
広
い

視
野
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
す

ぐ
行
動
に
移
す
と
こ
ろ
が
か
っ

こ
い
い
で
す
！
　
母
の
背
中
を

追
い
か
け
て
も
っ
と
も
っ
と
成

長
し
た
い
と
燃
え
て
い
ま
す
。

本
別
町
に
腰
を
据
え
た
こ
と
で
、

地
域
に
入
り
込
む
自
分
の
姿
を

客
観
視
す
る
よ
う
に
も
な
り
、

川
上
村
の
両
親
や
祖
父
母
た
ち
、

姉
弟
や
周
囲
の
皆
さ
ん
に
囲
ま

れ
て
自
由
に
元
気
に
育
っ
た
か

ら
こ
そ
今
の
私
が
あ
る
と
強
く

感
じ
ま
す
。

　
川
上
村
で
育
っ
た
こ
と
は
私

の
誇
り
で
す
。
引
き
続
き
本
別

町
で
の
生
活
を
良
い
も
の
と
し
、

２
つ
の
町
村
の
た
め
に
恩
返
し

し
て
い
き
た
い
で
す
。



　
3
月
21
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
う
ぐ

い
す
ホ
ー
ル
に
て
「
み
ん
な
で
楽
し

む
動
物
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
ぞ
う
さ
ん
」
「
お
つ
か
い
あ
り

さ
ん
」
「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」
な

ど
を
手
が
け
た
作
曲
家
、
團
伊
玖
磨

の
童
謡
作
品
を
中
心
に
演
奏
す
る
と

こ
ろ
か
ら
「
み
ん
な
で
楽
し
む
動
物

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
名
前
が
付
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽
事
業
を

幅
広
く
展
開
す
る
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ワ

イ
に
よ
る
企
画
で
、
2
0
1
5
年
に

軽
井
沢
の
大
賀
ホ
ー
ル
か
ら
始
ま

り
、
県
内
を
中
心
に
大
阪
や
奈
良
な

ど
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ン
セ
プ
ト
を
、
開
催
地
の
音
楽
に
携

わ
る
方
々
で
作
り
上
げ
る
と
し
て
お

り
、
特
に
お
子
さ
ん
に
発
表
の
場
を

設
け
、
音
楽
活
動
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
出
演
者
の
高
橋
由
加
利
先

生
に
師
事
し
た
、
井
出
萌
絵
香
さ
ん

茉
朋
路
さ
ん
姉
妹
が
歌
と
ピ
ア
ノ
演

奏
で
、
林
永
愛
さ
ん
空
愛
さ
ん
姉
妹

が
ピ
ア
ノ
連
弾
で
出
演
し
ま
し
た
。

川
上
村
を
代
表
す
る
女
性
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
、
ク
ー
ル
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

も
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
本
来
は
2
月
11
日
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
措
置
に
よ
り
延
期
し

て
の
開
催
で
し
た
。
会
場
内
は
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
多
く
か
け
つ
け
、
親

子
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
歌

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
歌
の
お
姉
さ
ん

雨
宮
知
子
さ
ん
が
手
遊
び
を
取
り
入

れ
た
童
謡
を
披
露
。
会
場
が
一
体
と

な
り
、
賑
や
か
で
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
生
涯
学
習
教
室
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
川
上
村
カ
ラ
オ

ケ
教
室
」
の
発
表
会
が
、
4
月

3
日
川
上
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
久
市
よ
り
篠
原
芳
治
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
冬
期

間
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス
を

保
ち
、
歌
う
時
以
外
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

等
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
行

わ
れ
ま
し
た
。
川
上
村
文
化
セ

ン
タ
ー
の
音
響
機
器
が
新
調
さ

れ
初
使
用
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

抜
群
の
音
響
効
果
に
驚
き
な
が

ら
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
声
を
出

し
て
元
気
に
な
ろ
う
」
と
「
み

ん
な
が
一
緒
に
歌
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
認
知

予
防
も
兼
ね
て
交
流
を
深
め
よ

う
」
で
す
。
教
室
生
は
20
名
、

60
代
か
ら
80
代
ま
で
で
最
高
齢

者
は
89
歳
で
す
。
皆
さ
ん
元
気

に
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
解
消

さ
れ
平
穏
な
日
々
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。

井
出

　萌
絵
香
さ
ん

　
延
期
後
も
開
催
可
能
か
確
定
し
な
い

状
況
だ
っ
た
た
め
、
事
前
P
R
を
村
内
の

幅
広
い
世
代
に
た
く
さ
ん
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
当
日
予

想
以
上
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ス

テ
ー
ジ
後
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

井
出

　茉
朋
路
さ
ん

　
程
よ
い
緊
張
感
の
中
、
落
ち
着
い
て
ピ

ア
ノ
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。

林

　永
愛
さ
ん

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ピ
ア
ノ
教
室
の
発
表

会
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
、
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
で
き
る
と
先
生
に
聞

い
た
時
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
妹
と
二
人
で
合
わ
せ
て
弾
く
の
も
難

し
く
、
間
違
え
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
れ

ど
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
練
習
し
た
の
で
本
番
は
間
違
え
ず
に

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
「
じ
ょ
う
ず

だ
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
よ

か
っ
た
で
す
。

林

　空
愛
さ
ん

　
始
ま
る
前
の
練
習
で
何
回
も
間
違
え

ち
ゃ
っ
た
の
で
、
間
違
え
な
い
で
弾
け
る

か
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
弾

け
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
お
友
達
が
来
て
く
れ
て
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
の
お
姉
さ

ん
た
ち
の
歌
や
、
ピ
ア
ノ
も
聞
け
て
よ

か
っ
た
で
す
。

・
今
日
は
１
年
の
集
大
成
だ
か

ら
発
表
で
き
て
よ
か
っ
た
よ
。

・
私
は
歌
う
の
が
大
好
き
。
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
わ
。

・
家
の
中
に
い
る
よ
り
皆
さ
ん

と
交
流
す
る
方
が
楽
し
い
よ
。

・
手
術
を
し
て
一
時
期
声
が
出

な
く
な
っ
て
切
な
い
思
い
も
し

た
け
れ
ど
、
仲
間
に
誘
わ
れ
て

ま
た
歌
い
始
め
た
ら
次
第
に
声

が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
身
体

も
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え

た
。
歌
う
こ
と
は
健
康
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

・
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
が
一
番

楽
し
い
よ
ね
。
若
さ
の
秘
訣
だ

と
思
う
わ
。



　
令
和
元
年
に
中
国
の
武
漢
よ
り
コ

ロ
ナ
が
出
た
と
さ
れ
る
。
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
中
に

た
ち
ま
ち
大
パ
ニ
ッ
ク
を
巻
き
起
こ

し
た
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
隔
離
、
行
動
に

お
び
た
だ
し
い
制
限
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
国
に
よ
っ
て
は
何

十
万
、
何
百
万
人
に
も
及
ぶ
被
害
者

が
出
て
い
る
。
い
く
ら
か
落
ち
着
き

を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
不
条
理
な
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
。
今
世
紀
に
入
っ
て
ま

さ
か
の
事
態
で
あ
る
。
S
N
S
や
そ

の
他
の
報
道
で
目
を
覆
う
よ
う
な
惨

劇
が
日
々
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
人

間
の
尊
厳
、
命
等
が
虫
け
ら
の
ご
と

く
簡
単
に
蹂
躙
さ
れ
つ
く
さ
れ
て
い

る
。
や
は
り
ロ
シ
ア
は
「
お
そ
ロ
シ

ア
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
全
体
が
と
い

う
よ
り
も
、
共
産
主
義
の
プ
ー
チ
ン

な
の
だ
が…

…

。
話
し
合
い
に
よ
る

解
決
は
理
想
な
の
だ
が
現
実
に
は
軍

事
力
に
よ
る
均
衡
で
し
か
戦
い
を
止

め
る
手
立
て
は
な
い
よ
う
な
気
が
す

る
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
策
で
は
、
蛇
口
を
閉

め
る
の
が
遅
く
、
開
く
の
が
遅
い
と

揶
揄
さ
れ
る
日
本
政
府
の
方
針
だ
が
、

決
断
力
を
求
め
ら
れ
る
政
治
な
の
に
、

実
状
で
は
検
討
を
検
討
す
る
と
か
い

う
お
か
し
な
状
態
で
あ
る
。
聴
く
力

を
発
揮
し
す
ぎ
て
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア

ク
セ
ル
を
同
時
に
踏
ん
で
い
る
よ
う

な
状
態
で
あ
る
。
何
か
を
決
断
し
て

実
行
す
れ
ば
、
必
ず
批
判
や
反
対
の

意
見
が
出
る
。
そ
の
中
で
も
よ
り
よ

い
方
向
に
決
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
だ
が…

…

（
言
う
は
易

く
行
う
は
難
し
な
の
だ
が
）

　
そ
ん
な
周
り
の
状
況
を
見
れ
ば
、
今

の
私
た
ち
は
な
ん
て
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
難

題
が
課
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
野
菜
を

作
っ
て
生
き
て
い
ら
れ
る
。
川
上
の
高

原
野
菜
が
始
ま
っ
て
60
年
余
。
先
人
た

ち
の
苦
労
の
結
晶
が
今
の
私
た
ち
に
大

き
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
農

業
の
方
向
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
希
望
を
持
っ
て

工
夫
を
し
て
頑
張
っ
て
い
く
し
か
な
い

の
で
あ
る
。
精
神
論
だ
け
で
は
腹
は

い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
安
全
で
安

心
な
国
産
の
野
菜
を
届
け
ら
れ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
野
菜
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
フ
ァ
イ
ト
‼

♪ 

フ
ァ
イ
ト
！
　
戦
う
君
の
唄
を

　 

闘
わ
な
い
奴
等
が
笑
う
だ
ろ
う

　 

フ
ァ
イ
ト
冷
た
い
水
の
中
を

　 

ふ
る
え
な
が
ら
の
ぼ
っ
て
ゆ
け
　

　　 

フ
ァ
イ
ト
！
　
b
y
中
島
み
ゆ
き

　
居
倉
地
区
小
川
橋
東
側
に

あ
る
花
壇
が
毎
年
華
や
か
に

彩
ら
れ
ま
す
。居
倉
若
妻
会

が
行
う
こ
の
花
壇
整
備
活
動

に
よ
り
、道
路
や
河
川
の
愛

護
に
長
年
努
め
た
と
、「
道
路

河
川
愛
護
活
動
知
事
表
彰
」

を
３
月
23
日
に
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

　
各
年
若
妻
会
員
に
て
花
壇

の
デ
ザ
イ
ン
考
案
、種
の
買
い

付
け
か
ら
苗
の
育
成
、定
植
、

草
取
り
な
ど
の
活
動
を
、ま

た
、土
壌
作
成
や
マ
ル
チ
張

り
な
ど
は
、若
妻
会
役
員
の

旦
那
様
な
ど
の
力
を
借
り
、

皆
の
協
力
の
も
と
で
毎
年
き

れ
い
な
花
壇
が
作
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。『
農
地
を
守
る

会
』の
対
象
事
業
に
な
っ
て
い

る
こ
の
活
動
は
、20
年
越
し
に

も
な
り
ま
す
。

　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
、定

植
や
草
取
り
な
ど
の
活
動
が

計
画
通
り
に
い
か
ず
、常
に
美

し
い
花
壇
を
保
つ
こ
と
は
大

変
で
は
あ
り
ま
す
。乳
幼
児

を
抱
え
る
会
員
が
多
く
、子

ど
も
へ
の
安
全
を
考

慮
し
つ
つ
、皆
で
協
力

し
て
作
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。花
が
咲
き

出
す
頃「
今
年
も
き

れ
い
ね
」と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
は
、若
妻
会

員
に
と
っ
て
や
り
が
い

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
受
賞
し
て
の
感
想
〉

（
2
0
2
1
年
度
若
妻
会
長

　
伊
藤
佳
代
さ
ん
）

　
諸
先
輩
方
か
ら
長
年
続
け

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
畑
仕

事
の
合
間
の
癒
し
と
な
る
こ

の
活
動
の
継
続
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

思いやりのある元気で優しい子に‼
そしてたくさんの幸運に恵まれることを願って名付けまし
た★★★ 　　★★★

お兄ちゃんと一緒であわてんぼう‼
花のように愛らしく優しい子に育ってほしいと思います♬
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れ
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あ
る
。
精
神
論
だ
け
で
は
腹
は

い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
安
全
で
安

心
な
国
産
の
野
菜
を
届
け
ら
れ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
野
菜
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
フ
ァ
イ
ト
‼

♪ 

フ
ァ
イ
ト
！
　
戦
う
君
の
唄
を

　 

闘
わ
な
い
奴
等
が
笑
う
だ
ろ
う

　 

フ
ァ
イ
ト
冷
た
い
水
の
中
を

　 

ふ
る
え
な
が
ら
の
ぼ
っ
て
ゆ
け
　

　　 

フ
ァ
イ
ト
！
　
b
y
中
島
み
ゆ
き

　
居
倉
地
区
小
川
橋
東
側
に

あ
る
花
壇
が
毎
年
華
や
か
に

彩
ら
れ
ま
す
。居
倉
若
妻
会

が
行
う
こ
の
花
壇
整
備
活
動

に
よ
り
、道
路
や
河
川
の
愛

護
に
長
年
努
め
た
と
、「
道
路

河
川
愛
護
活
動
知
事
表
彰
」

を
３
月
23
日
に
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

　
各
年
若
妻
会
員
に
て
花
壇

の
デ
ザ
イ
ン
考
案
、種
の
買
い

付
け
か
ら
苗
の
育
成
、定
植
、

草
取
り
な
ど
の
活
動
を
、ま

た
、土
壌
作
成
や
マ
ル
チ
張

り
な
ど
は
、若
妻
会
役
員
の

旦
那
様
な
ど
の
力
を
借
り
、

皆
の
協
力
の
も
と
で
毎
年
き

れ
い
な
花
壇
が
作
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。『
農
地
を
守
る

会
』の
対
象
事
業
に
な
っ
て
い

る
こ
の
活
動
は
、20
年
越
し
に

も
な
り
ま
す
。

　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
、定

植
や
草
取
り
な
ど
の
活
動
が

計
画
通
り
に
い
か
ず
、常
に
美

し
い
花
壇
を
保
つ
こ
と
は
大

変
で
は
あ
り
ま
す
。乳
幼
児

を
抱
え
る
会
員
が
多
く
、子

ど
も
へ
の
安
全
を
考

慮
し
つ
つ
、皆
で
協
力

し
て
作
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。花
が
咲
き

出
す
頃「
今
年
も
き

れ
い
ね
」と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
は
、若
妻
会

員
に
と
っ
て
や
り
が
い

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
受
賞
し
て
の
感
想
〉

（
2
0
2
1
年
度
若
妻
会
長

　
伊
藤
佳
代
さ
ん
）

　
諸
先
輩
方
か
ら
長
年
続
け

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
畑
仕

事
の
合
間
の
癒
し
と
な
る
こ

の
活
動
の
継
続
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

思いやりのある元気で優しい子に‼
そしてたくさんの幸運に恵まれることを願って名付けまし
た★★★ 　　★★★

お兄ちゃんと一緒であわてんぼう‼
花のように愛らしく優しい子に育ってほしいと思います♬



御柱祭　居倉地区

御柱祭　秋山地区
御柱祭　居倉地区

新1年生　第一小学校
新1年生　第二小学校

団体名簿

副公民館長退任就任
あいさつ

1

2
３

４
５

６

７

8

9

10

11

12

川上村の素顔

動物コンサート
カラオケ教室発表会

ニューフェイス
居倉若妻会　花壇活動表彰

鰍の眼　動物バトンリレー

おたっしゃクラブ、ニジマス放流 
公民館の動き・戸籍の窓口、一喜一憂

　山の大木里に下りて神となる～
　5月3日、－4℃と冷たい早朝。澄み渡る快晴
の中、居倉御柱祭里曳きが始まりました。
　当日は感染対策万全に、たくさんの氏子の力
で予定以上に順調な曳行から建て御柱まで無事
に終了することができました。
　6年ぶりの御柱祭を楽しみに帰省された家族
や親戚たち。何よりも全国行動制限なしのGW
となり、友人や親戚との久しぶりの再会にいつ
も以上の歓喜が湧いている様子も垣間見られ、
コロナ禍からの解放感さえ感じました。

由
井
　
武
征
　
御
所
平
七
九
歳

井
出
　
文
人
　
原
　
　
六
四
歳

関
　
　
松
の
　
梓
山
　
六
四
歳

小
原
　
六
蔵
　
居
倉
　
九
五
歳

渡
邉
と
ら
せ
　
原
　
　
九
五
歳

関
　
　
登
　
　
梓
山
　
八
六
歳

木
村
　
敬
　
　
秋
山
　
九
一
歳

井
出
　
智
子
　
秋
山
　
八
四
歳

べ
て
手
作
り
で
同
じ
物
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
で
一
つ
だ
け
の

自
慢
の
品
で
す
。

　
小
中
学
校
の
卒
業
式
と
川
上

保
育
園
の
卒
園
式
に
向
け
、
約

4
カ
月
か
け
て
、
毛
糸
で
編
ん

だ
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

1
0
0
本
仕
上
げ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
例
年
の
よ
う
に
一
人

一
人
に
手
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
こ

も
っ
た
お
祝
い
の
花
を
手
に
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
嬉

し
そ
う
で
良
い
記
念
品
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
「
お
た
っ
し
ゃ

ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
も
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
「
こ
ん
な
も
の
が
欲

し
い
」
「
こ
う
い
う
物
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
等
ご
意
見
、
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
社
団
法
人
川
上
村
社
会
福
祉

協
議
会
「
お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ん
か
ら
今
年
も
三

校
卒
業
生
と
卒
園
児
全
員
に

「
手
作
り
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
川
上
村
地
域
包
括
支
援

セ

ン

タ

ー

の

発

案

に

よ

り

2
0
1
6
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ
」
は

2
0
1
5
年
に
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー

ク
か
わ
か
み
の
一
角
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
元
気
な
お
年
寄

り
が
集
ま
っ
て
盛
り
だ
く
さ
ん

の
趣
味
活
動
を
日
々
、
自
分
で

決
め
て
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。
近
頃
の
活
動
は
刺

し
子
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
，
編
み

物
、
花
籠
、
料
理
、
フ
ク
ロ
ウ

の
置
物
、
さ
る
ぼ
ぼ
の
吊
る
し

飾
り
、
手
縫
い
と
手
編
み
の
食

器
洗
い
、
唄
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
、
古
新
聞
を
利
用

し
た
物
入
れ
作
り
等
で
す
。
す

　
物
価
の
高
騰
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。 

円
安
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
影
響
を

肌
で
感
じ
て
い
る
人

は
多
い
で
し
ょ
う
。 

　
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
商
品
に

一
番
物
価
の
高
騰
を
感
じ
て
い
ま

す
か
。
私
は
ガ
ソ
リ
ン
で
す
。
ガ

ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
は
家
計
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
2
月
か
ら
居
倉
の
新
婚
住

宅
で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
ま
で
実
家
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
分
、
生
活
費
の
重
み

を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
自
動
車
を
使
う
頻
度
を
減
ら

し
、
甲
府
や
佐
久
に
出
掛
け
た
際

に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
昨
年
の
同
時
期

に
比
べ
て
、
一
回
の
給
油
金
額
が

約
千
円
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も

驚
き
で
す
。
経
済
を
優
先
し
て
、

お
金
を
使
う
べ
き
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
ま
だ
我
慢

の
時
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
も
物
価
の
高
騰
が
収
ま
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
節
約

術
を
駆
使
し
て
こ
の
苦
境
を
乗
り

切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
一

刻
も
早
く
落
ち
着
く
こ
と
を
切
に

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T 

ど
も
の
日
の
５
月
５
日

に
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
・

魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
、

南
部
漁
業
共
同
組
合
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
8
月
に
梓
湖
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

御
所
平
男
橋
上
流
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
近
く
の
男
橋
は
、
令

和
元
年
の
東
日
本
台
風
に
よ

り
被
災
し
、
今
年
10
月
の
完

成
に
向
け
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
施

工
業
者
で
あ
る
黒
沢
組
と
ト

ラ
イ
ア
ン
が
協
賛
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
放
流
さ
れ
た
ニ
ジ
マ
ス
は

2
5
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
村
内

外
か
ら
大
勢
の
参
加
が
あ

り
、
魚
取
り
を
楽
し
む
釣
り

人
や
子
ど
も
た
ち
で
終
日
賑

わ
い
ま
し
た
。


